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北館３階

和菓子ビュッフェ

和菓子を選んでいる時から笑顔が多く、美味
しそうに食べられ楽しまれていました。
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南館２階

北館２階

堀江オルゴール博物館へ行ってきました♬

貴重なオルゴールの
音色に聞き入ってお

られました

スタッフの方と一緒
に演奏もしました

外気浴に行きまし
た。これからも気
温に気をつけなが
ら外に行きたいで
す♡

食事のメニュー表を毎日書き換え
るのが日課ですが、とある職員の
方が写真のようによく絵をかいて
下さいます。なんとなく通る廊下
も絵があると利用者の方も「上手
やね」と喜ばれます☆
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栄養室より 今月の行事食リハビリ室からのお便り

南館３階

ご利用者と一緒に
作ったウェルカム
ボードを玄関に
飾っています。

内容を一緒に考えて
書いて頂き、作った
飾りもボードにつけ
ています。来園され
る皆さんの気持ちが
ほっこりと温まりま
すように。

甲寿園では毎月第3日曜日に
お誕生日会を開催しています♪
お赤飯とケーキでお祝いし、
お1人ずつお花をプレゼント。
５月のお誕生日会のメニューはお
赤飯、鯛とふきの煮つけ、揚げ出
し豆腐、ウドと貝柱のぬた、すま
し汁。みんなでお祝いできるのは
素敵ですね♪

今年も豆ごはんの季節がやっ
てきました！毎年5月の新緑の
季節に豆ごはんを楽しんでい
ただきます♪甲寿園の豆ごは
んは、隠し味に「昆布茶」を
いれますよ！
生のえんどう豆ならではいい
香りで、好評です♪

新緑散策を満喫しました！

車椅子レク
ダンスを楽
しみました。
普及会の皆
様感謝です。
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甲寿園ホームページホームページでは甲寿園
だよりを毎月公開中！
過去のだよりもご覧くだ
さい。

SNSでも甲寿園の様子を
紹介しています。

６～７月の予定

７日 国際ソロプチミスト神戸東、芦屋学園
来園

１５日 誕生日会
KenちゃんMokoちゃん来園（南２）

２６日 消防避難訓練

１６日 誕生日会

６月

７月

※感染対策等で予定が変更する場合もあります

甲寿園Facebook 甲寿園Instagram

園長のコーナー 「サンポウヨシナシゴト」

※介護体験や介護福祉実習も受け入れ中です。
ご協力よろしくお願いします。

前回は、①全国の介護職員数が介護保険制度開始以来はじめて減少局面に入ったこと、
②国は2040年度に介護職員が57万人不足と予測しているが、「いま現在」も全く足り
ておらず、兵庫県下だと約1万人、西宮市では９７５人の介護人材が不足していること
をお伝えし、その要因が「公定価格（国が定めた介護保険サービスの費用設定）」にあ
ると書きました。

厚労省の資料によると、2024年度の介護職員の賞与込み給与月額は、全産業平均（役
職者抜き）のそれに比べて8.3万円も低くなっています。2023年度の6.9万円よりも格差
が広がりました。繰り返しますが、介護保険サービスの費用設定は国が定めた「公定価
格」です。昨今の物価高騰等に対して事業者は勝手に利用料に転嫁できませんし、人件
費も事務費も「公定価格」である介護報酬のなかでやりくりします。このため、多くの
介護保険事業者はいま、もうほんとにあっぷあっぷしています。
しかし、やはり物価高騰以前の問題が大きいのです。社会保障制度の担い手である介

護職員は全産業平均と比して月額8.3万円も低い賃金、その枠組みで運営する事業者は
３～４割が赤字で倒産が過去最多という状況を、国が放置し続けているという問題です。
厚労省が自作自演とも言えるこの窮状をつくり出し、低賃金を放置し続けておいて

「（生産性の低い介護現場のみなさんにとっては）『介護の価値を高めること』が大事
ですよ！」なんて言っているのは、「国家的やりがい搾取」にほかなりません。（註：
厚労省の介護分野における生産性向上ポータルサイトでは、“介護サービスの生産性向
上を『介護の価値を高めること』と定義”）
コロナ禍では、いっとき医療福祉や社会インフラ事業の従事者を「エッセンシャル

ワーカー」だとして賞賛する動きがありました。それはありがたいことでしたが、（と
りわけ介護福祉の）置かれている状況が変わることはありませんでした。状況が変わら
なかったのは、「大切なしごとだよね。ありがとう！（でも好きでやってるんでしょ。
給料もらってるんだから当たり前でしょ。）」程度にしか、一般の市民のみなさんに対
して実態を伝えられなかったためだと感じます。
ですから、ひとりでも多くのかたに介護保険事業の実態をお伝えしていくことが大切

だと思っています。（つづく）
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